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県民健康意識行動調査　（平成２８年度）

目標量 津久見市 目標量 津久見市

７．５ｇ １４．４ｇ ６．５ｇ １１．１ｇ

男性 女性

目標量：「日本人の食事摂取基準2020年版」

中食（なかしょく） ・・・惣菜店やコンビニエンスストア・スーパーなどでお弁当や惣菜などを購入したり、

外食店のデリバリーなどを利用して、家庭外で商業的に調理・加工されたものを購

入して食べる形態の食事をさします。

メタボリックシンドローム・・・内臓肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさることにより、心臓病や脳

卒中などになりやすい病態です。単に腹囲が大きいだけではメタボリックシンドロ

ームにはあてはまりません。

【他市町村と比較したときの津久見市の特徴】

全年齢 ２０～３９歳 ４０～６４歳 ６５歳以上

男性

・特に男性の肥満が多い

・朝食を食べる人が多い

全体

・BMI２５以上（肥満）を示す人の割合が多い

・脂っこいものや、パン食を好む人が多い

・栄養成分の表示を参考にするかの問いに対し、

「あまりしない」と回答した人が多い

・きのこ、海藻を食べる人が多い

・外食や※中食を利用する人は県平均より少ない

・就寝２時間以内に夕食をとる人が少ない

・２０～３９歳の肥満が

多い傾向にある

・「治療している」と回

答した人が多い

・就寝２時間以内に夕

食をとる人が少ない

女性

・※メタボリックシンドローム該当者が多い

・夕食後に間食をとる人が少ない

・２０～３９歳の肥満が

多い傾向にある

・高血圧の人が多い

男女とも、目標量よりおよそ２倍も多く塩

分を摂取しています！若者はめん類（スープ

含む）、高齢者はみそ汁や漬物などで摂りす

ぎているケースが多いといわれています。

津久見市の状況↓

食塩
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目標量：「健康日本２１（第２次）」

平均では男女ともあと一皿分の野菜が足りて

いないようです。年代によって多少差があり

ますが、目標量の３５０ｇに達している年代

はありません。

Q.野菜の目標量は

なぜ３５０ｇ？

A.野菜を３５０ｇ食べている

人が最も死亡率が低いから。

３５０ｇは小鉢５皿分の野菜

です。

年代別の状況↓

目標量 津久見市 目標量 津久見市

３５０ｇ ３０７．９ｇ ３５０ｇ ３０２．３ｇ

男性 女性

野菜

１９
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Ｈ２５年度
Ｒ５年度
（目標）

％ ％ 評価 ％

妊娠期 56.5 66.2 Ｂ 70

乳幼児期 67 90.3 Ａ 80

青年期 46.2 40.8 Ｄ 60

壮年期 55.9 57.1 Ｃ 70

高齢期 72.8 73.3 Ｃ 85

乳幼児期 91.5 96.3 Ｃ 100

小学５年生 93.3 92.5 Ｃ 100

中学２年生 97.6 95 Ｃ 100

青年期 67.8 59.2 Ｄ 75

壮年期 89.2 84.8 Ｃ 100

高齢期 96.1 93.3 Ｃ 100

妊娠期 76.5 80.5 Ａ 80

乳幼児期 87.1 85.8 Ｃ 100

青年期 53.8 34.7 Ｄ 60

青年期 72 60.2 Ｄ 75

壮年期 72 78.6 Ｂ 80

高齢期 86.4 81.1 Ｄ 95

壮年期 49.5 31.3 Ｄ 70

青年期 46.2 35.7 Ｄ 60

壮年期 57 51.8 Ｄ 70

高齢期 82.5 75.6 Ｄ 85

青年期 39.2 33.7 Ｄ 50

壮年期 32.3 32.1 Ｃ 50

高齢期 20.4 22.2 Ｃ 50

１日１回、果物を食べる

弁当や惣菜を購入するときに、カ
ロリーなどの、栄養成分の表示を
参考にする

行動目標
ライフ

ステージ

Ｈ３０年度
（中間評価）

１日１回、緑黄色野菜を食べる

毎日、主食・主菜・副菜がそろって
いる

うす味を心がけている

朝食を毎日摂る

栄養のバランスを考えて料理する

自分でバランスよく、食品を選ん
だり食事を準備する

栄養のバランスを考えて食べる
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第２期津久見市健康づくり計画 （平成３０年度）

健康目標

●うす味を意識した食習慣を目指そう

●朝食をきちんと食べる食習慣の確立

●野菜摂取を心がけ、バランスの良い食生活の普及

Ｐ７ 各分野における評価

【栄養・食生活】



Ｈ２５年度
Ｒ５年度

（目標）

％ ％ 評価 ％

乳幼児期 66.5 71.8 Ｂ 80

乳幼児期 65.5 71.4 Ｂ 80

Ｈ３０年度

（中間評価）

おやつの時間を決めている

よく噛んでゆっくり食べる

行動目標 ライフステージ

【歯・口腔の健康】

達成状況の評価

Ａ 改善しており、目標を達成している

Ｂ 改善しているが、目標は達成していない

Ｃ 変わらない（改善率±５％以内）

Ｄ 悪化している

Ｅ 設定した指標の把握方法が異なるため評価困難

※配布数と回収状況

配 布 数 ７４６件

回 収 数 ４７０件（回収率６３．０％）

有効回答数 ４７０件（回収率６３．０％）

《主な指標（項目）の達成状況》

●うす味を意識している割合は、乳幼児期では目標を達成しているが、青年期では悪化している

●朝食を毎日摂る割合は、全ての世代で改善しておらず、特に青年期では悪化している

●栄養のバランスを考えて食べる割合は、妊娠期で目標を達成している

●１日１回緑黄色野菜を食べる割合は、青年期、高齢期で悪化している

Ｐ４７ 分野ごとにおける課題

【栄養・食生活】

① 妊娠期のうす味に気をつけている者の割合は改善しているが、目標には満たないため、妊娠

期からの減塩の普及を図る必要がある

② 青年期はすべての目標で悪化が著しく、また県民健康意識行動調査（平成２８年）においても、

働き盛りの２０～３９歳の肥満者が特に多いため、朝食欠食のリスクや食事のバランス等生活習

慣病予防の食生活改善について普及啓発する必要がある

③ 壮年期・高齢期はうす味や栄養のバランス等、改善状況が低く目標に満たないため、食生活改

善に向けた強化が必要である

【歯・口腔の健康】

③ よく噛んでゆっくり食べる者は乳幼児期で改善されたが、目標値には達しておらず、生活習慣

病予防のために子どもの頃からよく噛んでゆっくり食べる習慣を身につける必要がある
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津久見市食育推進計画策定委員会設置要綱

(平成22年7月30日告示乙第58号の2) 

(設置)

第1条 この要綱は、食育基本法(平成17年法律第63号)第18条第1項の規定に基づき、本

市における食育の推進に関する施策についての計画策定に当たり、津久見市食育推進

計画策定委員会(以下「委員会」という。)を設置する。

(目的)

第2条 近年家庭を取り巻く食生活は著しく変化しており、本市においてもこ食(個食・孤

食・子食・粉食)、簡便な中食や外食の利用等がみられ、伝統的な和食文化が傾きつつ

あることに対し、市民一人ひとりが食について高い関心を持ち、感謝の気持ちを持っ

て食を大切にし、食を通じて健康的な心身を培うための理念と行動目標を示した津久

見市食育推進計画を策定する。

(任務)

第3条 委員会は、次に掲げる事項についての審議を行う。

(1) 食育推進計画策定に関すること。

(2) 食育の普及・啓発に関すること。

(3) その他食育を推進するに当たり必要な事項

(組織)

第4条 委員会は15人以内で組織し、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。

(1) 食育に関する行 政関係機関の代表者

(2) 中部保健所の職員

(3) その他市長が必要と認める者

(任期)

第5条 委員の任期は、津久見市食育推進計画を策定した日までとする。ただし、補欠の

委員の任期は、前任者の残任期間とする。

(会長及び副会長)

第6条 委員会に会長及び副会長を置き、委員の互選により選出する。

2 会長は、会務を総括し、委員会を代表する。

3 会長は、会議を招集し、会議の議長となる。

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。

(会議)

第7条 委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。

2 委員会の会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。

(ワーキンググループの設置)

第8条 津久見市食育推進計画を策定するための具体的方針案等を検討するため、下

部組織として実務担当者で構成するワーキンググループを設置する。

(庶務)

第9条 委員会の庶務は、健康推進課において処理する。

(その他)

第10条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会長が委員

会に諮って定める。

資料 ③
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津久見市食育推進計画ワーキンググループ設置要綱

(平成22年7月30日告示乙第58号の3) 

(趣旨)

第1条 この要綱は、津久見市食育推進計画策定委員会設置要綱(以下「要綱」という。)

第8条の規定に基づくワーキンググループの組織及び運営に関し必要な事項を定める。

(作業内容)

第2条 ワーキンググループは、要綱第3条に規定する事項に関して資料の収集・分析を

行うとともに、関係各課の現状把握及び課題の抽出を行い、津久見市食育推進計画の

取組について具体的な作業を行う。

2 ワーキンググループは、前項に規定する作業の内容について、津久見市食育推進計

画策定委員会に報告するものとする。

(組織)

第3条 ワーキンググループは、別表に掲げる委員で組織する。

(会議)

第4条 会議は、必要に応じて健康推進課長が招集する。

(庶務)

第5条 ワーキンググループの庶務は、健康推進課において処理する。

(その他)

第6条 この要綱に定めるもののほか、ワーキンググループの運営等に関し、必要な事

項は、別途定める。

附 則

この告示は、平成22年8月1日から施行する。

別表(第３条関係) 

ワーキンググループ

子育て支援センター代表

市民代表

津久見市食生活改善推進協議会代表

中部保健所職員

福祉事務所、学校教育課、生涯学習課及び農林水産課のうち当該課長が指名する職員

附 則

1 この告示は、平成22年8月1日から施行する。

2 この告示の施行後、最初に開催される委員会の会議は、第6条第3項の規定にかかわ

らず、市長が招集する。
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津久見市食育推進計画策定委員会名簿

津久見市食育推進計画ワーキンググループ委員名簿

２５

所属 役職 氏名

別府大学食物栄養科学部 学部長 藤井　康弘 ★会長

津久見市食生活改善推進協議会 会長 織田　淳子

私立幼稚園協会 会長 巖　龍彰

津久見保育協議会 会長 迫村　豊美

おおいた食育人材バンク講師 講師 山本　桃子

津久見市立青江小学校 栄養教諭 沓掛　優子

大分県中部振興局農山漁村振興部 部長 石井　修三

大分県中部保健所 所長 前田　泰久

大分県中部保健所 課長補佐 久々宮　浩子

学校教育課 課長 岩尾　恭輔

生涯学習課 課長 小畑　春美

農林水産課 課長 山﨑　豊

社会福祉課 課長 黒枝　泰浩

長寿支援課 課長 児玉　隆志

所属 役職 氏名

子育て支援センター兼市民代表 センター長 小手川　優子

津久見市食生活改善推進協議会 副会長 小浦　順子

大分県中部保健所 主任
（管理栄養士）

下田　祐子

農林水産課　 主査 高野　龍

社会福祉課 主査 中津留　直美

長寿支援課 主査
（栄養士）

宮成　亜紀子

学校教育課 管理栄養士 今山　彩夏

生涯学習課 主事 宮野　楓



計画策定までの経過

令和２年 ９月２９日 第1回策定委員会・委嘱状交付式

・食育推進計画の概要について

・津久見市の現状

・課題、今後の方向性について

令和２年１０月 ９日 第1回ワーキンググループ会議・委嘱状交付式

・食育推進計画の概要について

・第１回策定委員会の結果報告

・その他意見交換

令和２年１１月２５日 第2回ワーキンググループ会議

・素案検討

・ＳＤＧｓについて（合致するアイコン等）

・数値目標について

令和２年１２月２３日 第2回策定委員会

・素案について
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